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〔株　主　メ　モ〕

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

剰余金配当の基準日

単 元 株 式 数

株 主 名 簿 管 理 人

事 務 取 扱 場 所

同 取 次 所

公 告 方 法

4月1日～翌年3月31日

毎年6月

期末配当金　3月31日

中間配当金　9月30日

500株

東京都中央区八重洲1丁目2番1号　みずほ信託銀行株式会社

東京都中央区八重洲1丁目2番1号　みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

みずほ信託銀行株式会社　全国各支店

みずほインベスターズ証券株式会社　本店及び全国各支店

当社ホームページに掲載します（http://www.musashinet.co.jp/koukoku/index.html）

ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告をすることができない

場合には、日本経済新聞に掲載します。
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（ご注意）

株主名簿管理人の事務センター移転に伴い、上記のとおり郵便物送付先が変更となります。なお、住所変更等の

事務につきましては従来どおりお取引の証券会社にて承ります。

〈郵便物送付先・お問い合わせ先〉

郵 便 物 送 付 先

お 問 い 合 わ せ 先
（未払配当金の受領など）

平成20年12月30日まで

〒135-8722
東京都江東区佐賀1-17-7
みずほ信託銀行　証券代行部

平成21年1月5日より

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

フリーダイヤル　0120-288-324（変更ありません）
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財務ハイライト（連結）
F I N A N C I A L  H I G H L I G H T S

営業の概況
S A L E S  A C T I V I T I E S

情報・印刷・ 
産業システム機材 

金融汎用・ 
選挙システム機材 

紙・紙加工品 

69.7%
10.9%

18.8%

0.6%

（2009年3月期第2四半期実績） 

その他 

（注）セグメント間の取引については相殺消去しております。 

（注）第2四半期業績は6ヶ月累計値を用いております。 
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株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申

し上げます。平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

ここに第88期中間報告書をお届けするに際しまして、この間の営業

の概況についてご報告いたします。

当第2四半期（6か月）におけるわが国経済は、原油価格が下落基

調に転換し原材料高には一服感が出たものの、米国発の金融危機が

欧州に飛び火し世界的な株安と経済の減速に加え、円高が進行した

ため景況感が急速に下向きになってまいりました。

この結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は215億65百万円、

営業利益は5億61百万円、経常利益は6億63百万円、四半期純利益

は2億81百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

（情報・印刷・産業システム機材）

情報・産業システム機材は、情報のデジタル化業務の受注やドキ

ュメントの電子化関連機器の販売、工業用検査機材の販売などが順

調に推移いたしました。

印刷システム機材は、景況感の悪化による顧客の設備投資意欲減

退の影響を受け印刷機器の販売は若干落ち込みましたが、印刷材料

の販売が価格改定前の一時的な需要が発生したこともあり、概ね順

調に推移いたしました。

以上の結果、売上高は150億44百万円、営業利益は6億82百万円

となりました。

（金融汎用・選挙システム機材）

金融汎用システム機材は、鍵やIDカードの管理機など金融機関向

けセキュリティ機器の販売は順調に推移しましたが、スーパーやデ

パートなど流通市場向け貨幣精算システムや、アミューズメント市

場向け貨幣処理機器の販売が低迷いたしました。

海外営業分野につきましては、中近東・アフリカ向け紙幣処理機

の販売が伸び順調に推移いたしました。

選挙システム機材は、地方選挙向け機材の販売が順調であったこ

とに加え、衆議院選挙向け機材の受注が一部あり好調に推移いたし

ました。

以上の結果、売上高は23億50百万円、営業損失は2億10百万円と

なりました。

（紙・紙加工品）

紙・紙加工品は、値上げと景気後退による広告媒体向け需要減少

の影響で塗工印刷用紙の販売が落ち込みましたが、紙器用板紙と包

装用紙の販売が伸長したため順調に推移いたしました。

以上の結果、売上高は40億49百万円、営業利益は29百万円とな

りました。

（その他）

その他のセグメントである不動産賃貸業、リース、損害保険代理

業の売上高は2億55百万円、営業利益は58百万円となりました。

株主の皆様には、今後ともより一層のご支援とご鞭撻を賜ります

ようお願い申し上げます。

2008年12月

代表取締役社長
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四半期連結貸借対照表
C O N S O L I D AT E D  B A L A N C E  S H E E T S

四半期連結損益計算書
C O N S O L I D AT E D  S TAT E M E N T S  O F  I N C O M E

科　　目

（単位：百万円）

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税金等調整前四半期（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

四半期（当期）純利益

前第2四半期
2007年４月１日～
2007年９月30日（ ）（ ）

当第2四半期
2008年４月１日～
2008年９月30日

前　期
2007年４月１日～
2008年３月31日（ ）

2,472

△ 704

△ 518

0

1,249

11,276

12,526

△ 1,936

△ 382

1,011

0

△ 1,307

13,504

12,197

4,057

△ 999

△ 829

△ 0

2,228

11,276

13,504

科　　目

（単位：百万円）

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー

現金及び現金同等物に
係 る 換 算 差 額

現金及び現金同等物の
増 加 額

現金及び現金同等物の
期 首 残 高

現金及び現金同等物の
四 半 期 末（ 期 末 ）残 高

前第2四半期
2007年４月１日～
2007年９月30日（ ）（ ）

当第2四半期
2008年４月１日～
2008年９月30日

前　期
2007年４月１日～
2008年３月31日（ ）

四半期連結キャッシュ･フロー計算書
C O N S O L I D AT E D  S TAT E M E N T S  O F  C A S H  F L O W S

当第2四半期
（2008年9月30日現在）

（単位：百万円）

前期末
（2008年3月31日現在）

前第2四半期
（2007年9月30日現在）

（単位：百万円）

科　　目 科　　目

負債の部

流 動 負 債

支払手形及び買掛金

短 期 借 入 金

未 払 法 人 税 等

賞 与 引 当 金

そ の 他

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債

長 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

役員退職慰労引当金

そ の 他

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

純資産の部

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

その他有価証券評価差額金

純 資 産 合 計

負 債 ・ 純 資 産 合 計

当第2四半期
（2008年9月30日現在）

9,414

2,862

728

415

948

14,368

3

166

564

431

1,165

15,533

20,743

1,208

2,005

17,535

△　　5

450

21,194

36,727

9,918

3,781

302

437

561

15,001

―

183

649

466

1,299

16,301

21,251

1,208

2,005

18,044

△　　6

199

21,451

37,752

前第2四半期
（2007年9月30日現在）

前期末
（2008年3月31日現在）

9,357

2,649

872

441

964

14,284

―

180

622

445

1,249

15,533

21,090

1,208

2,005

17,881

△　　5

195

21,285

36,819

資産の部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

た な 卸 資 産

商 品

製 品

原 材 料

仕 掛 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

13,026

10,650

2,242

―

―

―

―

642

△　 19

26,541

3,883

184

6,117

10,185

36,727

12,697

12,096

―

1,940

6

296

54

516

△　 20

27,588

3,901

182

6,080

10,164

37,752

14,004

10,374

―

1,483

3

313

68

581

△　 20

26,808

3,933

184

5,892

10,010

36,819
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個人（490名） 
81.3％ 

その他 
国内法人 
（55名） 
9.1％ 

金融機関 
（22名）3.6％ 外国法人（27名）4.5％ 

証券会社（9名）1.5％ 

株式の状況 （2008年9月30日現在）

S T O C K  I N F O R M A T I O N

上毛実業株式会社

ショウリン商事株式会社

ムサシ社員持株会

羽鳥雅孝

株式会社みずほ銀行

ムサシ互助会

小林厚一

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株式会社三井住友銀行

モルガン・スタンレーアンドカンパニーインク

株主名

1,365

1,150

512

360

360

299

284

193

190

120

17.2

14.5

6.4

4.5

4.5

3.8

3.6

2.4

2.4

1.5

当社への出資状況
持株数 持株比率

（注）持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。

千株 ％

●発行可能株式総数････････････････28,920,000株
●発行済株式の総数 ･････････････････7,950,000株
●株主数 ･･････････････････････････････････603名

●大株主（上位10名）

●株式の所有者別状況（株主数）

1,000～ 
1,999株 
（198名） 
32.8％ 

500株～ 
999株 
（161名） 
26.7％ 

2,000～2,999株 
（61名）10.1％ 

5,000株以上（124名）20.6％ 
単位未満株（12名）2.0％ 

3,000～3,999株 
（24名）4.0％ 

4,000～4,999株 
（23名）3.8％ 

●株式の所有株数別状況（株主数）

会社概要
COR PORATE DATA

株式会社ムサシ

1946年12月

東京都中央区銀座八丁目20番36号

1,208,500,000円

連結601名／単体293名（2008年9月末現在）

株式会社みずほ銀行

株式会社三井住友銀行

ムサシ・フィールド・サポート（株）

武蔵エンジニアリング（株）

（株）ムサシ・エービーシー

ムサシ・イメージ情報（株）

ムサシ・アイ・テクノ（株）

エフ・ビー・エム（株）

武蔵興産（株）

（株）武蔵エンタープライズ

（株）ジェイ・アイ・エム

商 号

設 立

本 社

資 本 金

従 業 員 数

主要取引銀行

関 係 会 社

役 員 代表取締役会長

代表取締役社長

代表取締役専務取締役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

社 外 監 査 役

社 外 監 査 役

都木　恒夫

小林　厚一

羽鳥　雅孝

白岩　圀丸

青坂　修司

國澤　達人

小野　　丞

佐々木　淳

平口　恵三

村田　　進

山村　　隆

多田　恒典

中川　裕務

安藤　信彦

浅野　修一
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TOPICS

あらゆる業務の情報活用を提案
文書や伝票、古文書やX線フィ

ルムなど、あらゆる情報をネット

ワーク上で有効活用するためデジ

タル化し最適なメディアに変換し

たり、情報を長期保存するためマ

イクロフィルム化する「メディア

コンバート事業」をグループで推

進しています。電子政府・電子自

治体の推進に伴う官公庁や自治体

からの需要に加え、民間企業にお

いても日本版SOX法の施行などに

より各企業で発生する文書の管理

を強化するため情報のデジタル化

需要が増加しています。

進化するプリントオンデマンドシステム

印刷物を製作する工程のデジタル化が進む印刷業界において、

データからダイレクトに印刷する「プリントオンデマンドシステム」

が急速に進化しています。ムサシは富

士フイルムグループの特約代理店とし

て、高度なノウハウと最新技術を搭載

した機器を取り扱い、顧客の業務環境

に合ったデジタルソリューションを提供

しています。

プリントオンデマンドシステム

■メディアコンバート


